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1.はじめに 

さまざまな分野で用いられている端面出
射型半導体レーザ（LD）ではモードホッピ
ング現象が観測される．780nm(赤色)LD で
はモードホッピング現象が観測される動作
波長領域において，電流と温度の相関性が
報告されており，これが発振モード間の結
合定数に関連することが知られている 1)．そ
こで本研究では，近年光ディスクなどの分
野への応用などで注目されている , 

400nm(青紫色)LD においても同様の相関
性を観測し，赤色半導体レーザにおいては
従来十分に検討されていなかった戻り光
によるカオス雑音についても検討した． 

2.実験方法 

モードホッピング現象観測の実験系を
Fig.1 に示す．まず自動温度制御装置
(ATC)と自動電流制御装置(ACC)を用い
て，温度を 18℃から 27℃まで 1℃ずつ，
電流は 33mA から 50mA まで 0.5mA ずつ
変化させ，その時の発振波長を観測した．
この時 LD から発振された光はコリメー
タレンズ(Lens)，ビームスプリッタ(BS)，
集光レンズ(Lens)を通しスペクトラムア
ナライザ(Optical Spectrum Analyzer)に入射
し，その時の発振波長を観測した．また
Fig.2 に戻り光を戻した時の実験系を示す．
先ほどのOSAのところへmirrorを置きLD

へ光を戻す．また間の BSでスプリットさ
れた光を Lensを通して OSA で観測した． 
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Fig.1.Experimental setup(1). 
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Fig.2.Experimental setup(2).  
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Fig.3. Experimental result. 

3.実験結果 

実験からモードホッピング現象が観測され
る領域以外では戻り光による雑音の影響も抑
えられる事が確認された. そこでモードホッピ
ング現象が生じなかった動作波長における電
流と温度の関係をプロットしたグラフを Fig.3

に示す．図において，紫，赤，緑，青，黄のプ
ロットはそれぞれ 404.025nm, 404.15nm付近，
404.35nm付近，404.5nm付近，404.7nm付近で
の発振スペクトルが見られた事を示している．
Fig.3 より青紫色 LD においても赤色 LD 同様，
電流・温度の相関性が見出された．実験で観測
されたモードホッピング現象について，戻り光
によるカオス雑音の可能性も検討した．詳細は
発表に譲る． 

4.まとめ 

モードホッピング現象が生じない波長領
域における温度・電流の相関性について評価
した．その結果，青紫色 LD においても電流
値と温度を上記相関性に基づいて適切に設
定すれば，広範囲の動作波長についてモード
ホッピング現象を避けて安定な単一モード
動作を得られることが確認できた．また，観
測されたモードホッピング現象が，戻り光に
よるカオス雑音の影響である可能性につい
ても検討した． 
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